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the newly-established field of studies

新設◎教育課程
歯学部口腔保健学科　口腔保健工学専攻 

世界のリーダーとなる歯科技工士を育成する

口腔保健学科長

品田佳世子教授

口腔保健再建工学講座

鈴木哲也教授

口腔保健基礎工学講座

杉本久美子教授

口腔保健機材工学講座

高橋英和教授

口腔保健工学専攻で学ぶ羽田多麻木さん（1年）。「入学してまだ半年
程度ですが、早期体験臨床実習で病院見学をさせてもらったことで歯
科技工士という仕事への意識は大きく変わりました。歯科技工士は1
人で行う仕事だと思っていましたが、歯科医師や歯科衛生士の方々と
一緒に働くチーム医療であることが分かりました」と語る。

　2011 年 4月、歯学部口腔保健学科は、新たに 4 年制
の口腔保健工学専攻が加わり、口腔保健衛生学専攻と 2
専攻となった。
　口腔の健康・維持のため、医療分野と工学分野の知識
と技術を併せ持つ歯科技工士など、高度な歯科医療技術
者を育成する。全国で 2 校目となる 4 年制歯科技工士教
育機関の設立に、学内外からの期待も大きい。
　近年のインプラントや CAD／CAM に代表される歯
科医療技術の進歩は目覚しい。高い審美性が求められる
など歯科技工士への要求は高度化・多様化している。
　口腔保健工学専攻では、歯科技工士だけでなく、歯科
関連企業での開発を行う技術者や研究者、教育者として
活躍する人材はもちろんのこと、国際感覚と国際競争力
に優れた、アジアのリーダーとなり得る人材の育成も視
野に入れている。鈴木哲也教授は設立の背景を語る。
　「従来の専門学校教育では生理学や人体の仕組みなど
基礎医学の知識の習得や、実習による技術の習得に限界
がありました。このままでは、口腔から全身の疾患に関
連する新たな歯科医療の分野を、歯科技工士の立場から
切り開くことは困難でしょう」
　口腔保健工学専攻の 1 年次は、全学共通の教養部で医
学部、歯学部の学生たちとともに学びつつ、専門基礎
分野で、コミュニケーション論を学ぶなど、将来のチ
ーム医療を見据えた基礎固めを行う。2 年次、3 年次は、
CAD／CAM、システム工学、情報歯科医療工学、口腔
リハビリテーション工学などの幅広い専門分野を習得。
４年次の再建工学包括臨床実習で実際の補綴物を製作す
るという流れになっている。
　「教養部での 1 年間は、基礎的な知識を基に科学的な
思考力を身に付ける大切な時期だと考えています。その

後の専門分野でも、将来同じ歯科の分野で働くことにな
る歯科衛生士と歯科技工士が学生の頃から一緒に学べる
よう、口腔保健衛生学専攻と合同で学ぶ科目も検討して
います」（品田教授）
　現在の 1 期生が卒業する 4 年後までに大学院を設置す
る計画もある。いずれは専門技術ごとに学べるコースを
設け、修了者には認定証を与えるなど、歯科技工士の地
位向上につながる仕組みも作っていきたい考えだ。
　「口腔保健工学専攻をきっかけに、研究マインドを持
った歯科技工士が増えれば、歯科技工士の求められる分
野も増えてくると考えています。海外では日本人技工士
も多数活躍しており、技術力は高く評価されているので
す。将来の卒業生の活躍できる場はますます広がるはず
です」（杉本教授）
　「東京医科歯科大学では、タイのチュラロンコーン大
学などをはじめ、アジア地域の多数の歯科大学と交流し
ています。これらの海外交流を活用して、将来はアジア
の国々と協力して歯科技工士の拠点となるように頑張り
たいと思います」（高橋教授）。そのときの口腔保健工学
専攻の貢献は大きなものとなるだろう。

　中央手術室は歯学部附属病院7階にあり、3室の手術室
を設置している。手術室長のもと、スタッフは看護師7名、
助手1名からなる。月曜日から木曜日の週4日間、歯科麻
酔医の管理のもとに、口腔がん、顎変形症、唇顎口蓋裂、
顎顔面口腔の外傷、良性腫瘍、嚢胞の手術が行われている。
2010年度には830件の全身麻酔手術が行われた。
　手術は、口腔外科医が中心に行っているが、医学部附属
病院の医師と共同で行うこともある。口蓋裂患児の口蓋形
成時には耳鼻科医による鼓膜チュービング留置、口腔がん
切除後の再建には形成外科医と、また口腔と食道との重複
がんでは胃食道外科医と連携して手術を行い、手術におけ
る患者負担を軽減するように努めている。歯学部附属病院
と医学部附属病院を併せ持つ大学の機能が生かされてい
る。
　歯学部附属病院8階にある歯科病棟には、口腔がん、顎
変形症、唇顎口蓋裂、顎顔面外傷など口腔外科疾患の手術
を目的とする入院と、インプラント手術や障害者歯科治療
のための短期入院とがある。病床数は、口腔外科で53床、
インプラント科で3床、短期入院用に3床、その他を含め
て合計60床が設置されている。スタッフは、歯科医師の
ほか、看護師30名（助手1名）、栄養士1名からなり、治療
とともに安心して入院生活が送られるように支援・看護し
ている。2010年度の入院患者数は1934人、平均在院日数
は12日となっている。
　病棟では、口腔外科医、歯科麻酔医、嚥下リハビリテー
ション医、看護師、歯科衛生士、薬剤師、栄養士、疾患に
よっては医学部附属病院の医師との連携のもとに、患者中
心の良質な入院治療が提供されている。入院中には、手術
治療のほかに、術前からの口腔ケア、術後の摂食嚥下のリ
ハビリテーション、退院時の栄養指導など、入院から退院
まできめ細かな支援を含めた患者中心の高質な医療が提供
されている。

歯科病棟では歯学部附属病院看護部が入院患者の看護にあ
たる。腫瘍（主に舌・上下顎）、顎変形症、唇顎口蓋裂等の口腔
領域の疾患を持つ患者が多く、3カ月の乳児から90歳代の高
齢者まで幅広い年齢層の患者が入院している。

全病床のうち、特別な療養環境を提供するために、6室の個室
が準備されている。

歯科病棟には5台のユニットを備える処置室が完備されている。
担当医が診察や処置を行い、回診にも利用されている。

中央手術室の様子。口腔外科医、歯科麻酔医、看護師などが
共同して治療する。

歯科病棟訪問

手術から入院まで
患者中心の医療を提供

手術室・病棟委員会の委員長
を務める小村健教授（顎口腔
外科学）。 委員会は、顎顔面
外科学、 インプラント・ 口腔
再生医学、麻酔・生体管理学、
看護部など9名の教職員で構
成。手術室、病棟に関する年
次計画などを検討している。
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